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本論文は、光、酸素、有機光触媒を基軸とする、種々の環境調和型反応系の開発に
関する研究である。具体的には、１）新規酸化法によるキナゾリン誘導体合成法、２）
脱水素型炭素－炭素結合形成反応、３）脱水素型炭素－水素結合の直接的アミノ化反
応の開発を行った。１）では、医薬品の重要骨格であるキナゾリン環を、まず、2-ア
ミノベンジルアミンとアルデヒド誘導体から触媒量のヨウ化マグネシウム存在下、酸
素、可視光で合成する安価でクリーンな方法を確立した。さらに、光増感剤のローズ
ベンガルを触媒とする一重項酸素酸化に展開し、基質適用性の拡大を達成した。２）
では、近年 C–H 結合の直接的活性化を伴う化学変換として注目を集める脱水素型ク
ロスカップリング反応による三級アミン類の新規酸化的修飾反応を確立した。３）で
は、光酸素酸化条件下、アミノ化剤として安価で入手容易なフタルイミドを使用した
インドール類の直接的 C–H アミノ化反応を確立した。これらの反応は、いずれも温
和な条件で、クリーンかつ低コスト資源である光と酸素を利用し、ヘテロ環構築及び
その修飾を可能にするもので、有機合成化学上有用であるのみならず、環境負荷の低
減やコストの削減による持続可能な医薬品製造プロセスに資するものと期待される。
よって、博士（薬科学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
